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アンカー補強土壁の盛土の品質を補強材の引抜き抵抗力からリアルタイムに検知する
技術です。リアルタイムな検知により、不適切な盛土材の使用を未然に防ぐことで補
強土壁の品質を確保できます。これにより、低品質な盛土による変状が顕在化した場
合に必要となる手直しのためのコスト増、工程増などのリスクを低減できます。

補強土壁のような分割型壁面では、局所的に不適切材料が混入する恐れがあります。
リスクを排除してより良い高品質な補強土壁を構築するためには、安定した品質管理
が求められます。

トルクデータを活用した新しい品質管理とは ?
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1) トルクレンチ
によるトルク計測

2) アンカーピンと
水糸による変位量計測



設計段階（形式比較・詳細設計）での技術協力、積算、施工に関するご相談等を承ります。
お気軽にお問合せ下さい。

従来の品質管理と本品質管理システムの位置づけ従来の品質管理と本品質管理システムの位置づけ

従来の品質管理方法 トルクデータを活用した品質管理システム

従来の盛土の品質管理は現場密度試験による締固め度の確認のみでしたが、本技術は補強材
が発揮する引抜き抵抗力を施工時に直接計測することによりアンカー補強土壁の盛土の品質
を管理する技術です。
本技術で従来技術を補完することにより、品質管理の連続化・結果判定の迅速化が図られ、
品質の向上が期待できます。

500㎥に一回の頻度で、砂置換法等による盛土
材の現場密度試験を行い、締固め度等の盛土品
質を判定する。

ターンバックのトルク値の計測によって盛土の品質を管理し
ます。管理基準値を満足しない場合は迅速な対応が可能とな
り、不適切な盛土材使用や施工不良を防ぐことができ、手直
しによる工程の遅れや経済的な損失を防止できます。品質向
上により構造物としての健全度も向上します。

ターンバックのトルク値の計測によって盛土の品質を管理し
ます。管理基準値を満足しない場合は迅速な対応が可能とな
り、不適切な盛土材使用や施工不良を防ぐことができ、手直
しによる工程の遅れや経済的な損失を防止できます。品質向
上により構造物としての健全度も向上します。

壁背面でトルク値と壁面変位量を計測

多数アンカー式補強土壁協会　事務局　東京都港区港南 1-8-27 岡三リビック（株）内TEL：03-5782-8960

問い合わせ先

実施例 運用例

盛土の品質によ
る変位量の違い

盛土材の状態を確認できるのは
500㎥に1回のタイミング

試験用盛土

START

ターンバックルのトルク計測

トルク値が目標トルク値以上かつ
ロッドの変位量が5ｍｍ以下か 再転圧、盛土材の交換

適切な盛土材である

YES

NO

●計測対象の補強材
試験用盛土

トルクと補強材抵抗力の関係 
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: 粘性土(1回目)
: 砂質土(1回目)
: 砕石置換（1回目)
: 砕石(C-40)（2回目)
: 礫質土1（他地点)
: 礫質土2（他地点)

3.3 kN

12 N・m

トルクと補強材変位の関係 
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: 粘性土(1回目)
: 砂質土(1回目)
: 砕石置換（1回目)
: 砕石(C-40)（2回目)
: 礫質土1（他地点)
: 礫質土2（他地点)




